
〈
研

究

論

文

１

〉

カ
ー
ル
・
レ
ー
ヴ
ィ
ッ
ト
と
昭
和
初
期
の
日
本

―
「
コ
ス
モ
ス
」
と
「
風
土
」
を
巡
っ
て
―

・

序

カ
ー
ル
・
レ
ー
ヴ
ィ
ッ
卜
(
Ｋ
ａ
ｒ
ｌ
　
Ｌ
ｏ
w
ｉ
ｔ
ｈ
）
が
ナ
チ
ズ
ム
の
迫
害
か
ら

逃

れ

る

亡

命

の

さ

な

か

に

、

九

鬼

周

造

の

招

聘

を

受

け

て

来

日

し

、

神

戸

港

に
降
り
立
っ
た
の
は
一
九
三
六
年
十
一
月
の
こ
と
で
あ
る
（
Ｍ
Ｌ
Ｄ
Ｉ
-
1
1
1
)
。

レ
ー

ヴ

ィ

ッ

ト

は
東

北

帝

大

に

赴

任

し

、

こ

れ

以

後

一

九

四

一

年

初

頭

に

ア

メ
リ

カ

へ
再

び

亡

命

す

る
ま

で

の

約

四

年

間

、

仙

台

に
滞

在

す

る
。

ド

イ

ツ
か

ら

イ

タ
リ

ア
へ

亡

命

し

、

そ

し

て

そ

れ

に
続

く

「

は
じ

め
て

の

東

方

へ

の

旅

」
（
Ｍ

Ｌ
Ｄ
-
１
１
１
）

は

、

レ

ー

ヴ

ィ

ッ

ト

に

と

っ
て

何

よ

り

も

、

自

ら

を

迫

害

し

た

ヨ

ー

ロ

で
（

世

界

と

は

全

く

異

な

る
世

界

の

存

在

を

告

げ

知

ら

せ

る
体

験

と

な

っ

た
。

キ
リ

ス

ト

教

世

界

と

は

無

縁

の

自

然

の

事

象

へ

の

信

仰

が

息

づ

い

て

い

る

こ

と

は

彼

を

驚

か

せ

、

ま

た

西

田

幾

多

郎

の

「

無

」

の

哲

学

と

の

接

触

は

、

や

は

り

キ

リ

ス

ト

教

世

界

に

は

な

い

日

本

人

福
　
島
　
　
　

揚

の

人

間

観

世

界

観

を

彼

に

知

ら

し

め

た

。

一

方

こ

の

滞

日

の

年

月

は

、

同

時

代

の

和

辻

哲

郎

の

倫

理

学

と

の

暗

黙

の

緊

張

関

係

を

孕

ん

だ

時

期

で

も

あ

っ

た

と

推

測

さ

れ

る

。

レ

ー

ヴ

ィ

ッ

ト

が

一

九

二

八

年

に

発

表

し

た

処

女

作

『

共

同

人

の

役

割

に

お

け

る

個

人

（

Ｄ
ａ

ｓ

Ｉ
ｎ
ｄ
ｉ
ｖ
ｉ
ｄ
ｕ
ｕ
m
　
ｉ
ｎ
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
Ｒ
ｏ
ｌ
ｌ
ｅ
　
ｄ
ｅ
ｓ
　
Ｍ
ｉ
ｔ
ｍ
ｅ
ｎ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
）
』
は
、
和
辻
倫
理
学

と
、
人
間
存
在
の
間
主
体
的
、
「
間
柄
（
Ｖ
ｅ
ｒ
ｈ
ａ
ｌ
ｔ
ｎ
ｉ
ｓ
）
」
的
性
格
、
「
ペ
ル

ソ

ナ

」

「

役

割

」

的

性

格

に

注

目

し

て

い

る

点

に

お

い

て

通

底

し

て

い

る

こ

と

を

、

昨

年

度

の

比

較

思

想

学

会

で

発

表

さ

せ

て

頂

い

た

。

し

か

し

、

戦

前

戦

後

と

一

貫

し

て

人

間

学

的

倫

理

学

の

構

想

を

続

け

た

和

辻

と

は

対

照

的

に

、

レ

ー

ヴ

ィ

ッ

ト

は

こ

の

日

本

滞

在

を

ひ

と

つ

の

契

機

と

し

て

、

自

ら

の

処

女

作

を

あ

た

か

も

自

己

批

判

す

る

か

の

よ

う

に

、

人

間

学

的

に

は

把

握

し

え

な

い

「

世

界

」
、

「

コ

ス

モ

ス

」

の

探

求

へ

と

向

か

っ

て

い

く

。

本

稿

は

和

辻

と

レ

ー

ヴ

ィ

ッ

ト

と

の

比

較

研

究

の

続

編

に

あ

た

る

。

前

回



は

、

両

者

の

人
間

学

的

倫

理

学

、

人

間

存

在

論

と

し

て

の

側

面

に

注

目

し

た

が

、

今

回

は

、

和

辻

「
風

土
」

論

と

レ

ー

ヴ

ィ

ッ

ト

の

「
世

界

」
「

コ

ス

モ

ス
」

論

に

焦

点

を

移

動

し

。
再

度

比

較
研

究

を

試

み

た

い
。

・

１
　

日

本

的

自

己

愛

へ

の

批

判

。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
自
己
批
判

レ

ー

ヴ

ィ

ッ

ト

は

一
九

二

八
年

の

『
共

同

人

の
役

割

に

お
け

る
個

人
』

に

お

い
て

、
「
自

然

（
環

境

世

界

）

と

社

会

（
共

同

世

界

）

に

対

し

て

個

人

の

独

立

を

発

展

せ

し

め

る

に

至

っ

た
」
（
Ｉ
Ｒ
Ｍ
-
２
）

近

代

哲

学

を

批

判

し

、

「
人

間

の

個

人

が

『
人

格

』
、

言

葉

の

本

来

の

意

味

で

の

ペ

ル

ソ
ナ

と

い
う

在

り

方

を

し

て

い

る

個

人

で

あ

る

、

つ

ま

り

本

来

一

定

の
共

同

世
界

的

な

『
役

割

』

を

担

っ

て

」

存

在

し

て

い

る

こ

と

を

示

そ

う

と

試

み

た

（
Ｉ
Ｒ
Ｍ
-
Ｖ
ｉ
～
I
X
）
。

ド

イ

ッ

で

の
刊

行

の

翌

一

九

二

九

年

十

一

月

、

日

本

に

お

い

て

は

清

水

幾

太
郎
に
よ
る
『
共
同
人
』
の
書
評
「
カ
ァ
ル
・
レ
ウ
ィ
ト
『
共
在
人
と
し
て

の

個

人
』
」

が
発

表

さ

れ

て

い

る
。

ま

た

、

一

九

三

〇

年

に

は

レ

ー

ヴ

ィ

ッ

卜
の

論
文

「
Ｌ

・

フ

ォ

イ

ェ

ル

バ

ッ

ハ
と

ド

イ

ツ
古

典
哲

学

の
終

結
」
（
Ｖ

）

の
抄

録

が

『
思

想

』

誌

に
掲

載

さ

れ

。
こ

れ
以

降

も

レ

ー
ヴ

ィ

ッ

卜

の

論
文

の
邦

訳

は
同

誌

等

に

紹

介

さ

れ

て

い

く
。

レ

ー
ヴ

ィ

ッ

卜
自

身

も

回
想

し

て

い

る

が

（
Ｍ

）
Ｄ
-
１
０
５
）
’

彼

自

身

の

来

日

に

先

立

っ
て

、
『
共

同

人

』

等

は

あ

る
程

度

の

関

心

を

持

っ
て

昭

和

初

期

の

日

本

の

思

想

界

に

受

容

さ

れ

て

い

た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
人
間
存
在
を
他
者
と
の
「
間
柄
（
Ｖ
ｅ
ｒ
ｈ
ａ
ｌ
ｔ
ｎ
ｉ
ｓ
）
」

に
お
い
て
捉
え
よ
う
と
し
た

レ
ー
ヴ
ィ
ッ
卜
の
着
想
は
、
ち
ょ
う
ど
時
を
同

じ
く
し
て
人
間
学
的
倫
理
学
の
体
系
構
想
を
進

め
て
い
た
和
辻

哲
郎
に
よ
っ

て
も
い
ち
早
く
注
目
さ
れ
て
い
る
。
和
辻
が
著
作
の
中
で
レ
ー
ヴ
ィ
ッ
ト
に

言
及
す

る
の
は

一
九
三
七
年
の

『
倫
理

学
』

の

「
序

論
」

に

お

い
て

の
み

（
１０
-１９
-
２
１
）

で
あ
る
が
、
両

者
は
此
岸
の
日
常
的
共
同
世
界

に
お
け

る
人

と
人

の
関
係
性

に
注
目
し
、
共
同
世
界
の
環
境
世
界

に
対
す

る
根
源
性
を
主

張
し
て

い
る
点
で

は
深

く
共
通
し
て
い
た
。

し

か
し
、
「
共
同
人
の
役
割

に
お
け
る
個
人
」
と

い
う

タ
イ

ト
ル
が
い
み

じ
く
も
示
す
よ
う

に
、

レ
ー
ヴ

ィ
ッ
ト
自
身

は
「
個
人
」
と

「
共
同
世
界
」

と
を
一
貫
し
て
緊
張
関
係
の
も
と
に
捉
え
よ
う
と
し
て
お
り
、
和
辻
倫
理
学

等
を
中
心
と
す
る
昭
和
の
人
間
学
と
は
根
本
的
に
異
な
る
方
向
性
を
抱
え
て

い
た
。
『
共
同
人
』
執
筆
と
、
そ
れ

に
続

く
彼
の
ナ
チ

ズ

ム
体

験

は
、
こ

う

し
た
方
向
性
を
よ
り
鮮
明
に
さ
せ
、
レ
ー
ヴ

ィ
ッ
ト
は
歴
史
的
共
同
世
界

を

根
源
的
な
世
界

と
見
做
す
自
ら
の
当
初

の
世
界
観
を
自
己
批
判
す

る
方
向

へ

必
然
的
に
向

か

っ
て
行
く
。

＊
＊
＊

レ
ー

ヴ
ィ

ッ
ト

は
日
本
滞
在
末

期
と
ア

メ
リ

カ
亡
命

（
一
九
四
一

～
五
二

年
）
中
、
そ
し
て

ド
イ
ッ
帰
国
（
一
九
五
二
年
）
後

、
日
本
で
の
体
験
報

告
や
、

幾
つ

か
の
日
本
文
化
論
を
執
筆
し
て
い
る
。
ま

た
、
多
く
の
論
文
の
中
で
。

自
ら
の
日
本
滞
在
体
験
が
重
要
な
意
味
を
持
つ
も
の
だ

っ
た
こ
と
に
し
ば
し

ば
触

れ
て

い

る
。

レ
ー
ヴ

ィ

ッ
卜
は
離
日
間

際

に
、
『
思

想
』
誌

に
論
文

「

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の

ニ
ヒ
リ
ズ

ム
」
を
三

回
に
わ
た

っ
て
発
表

し
て
い
る
が
、



そ

の
最
終

回
に
付

さ
れ
た

「
日
本
の
読

者

に
寄
せ

る
後
記
」
（
Ⅱ
）

は
、

第

二
次

大
戦
前
夜
の
日
本
の
精
神

的
状
況

に
対
し
て
、
極
め
て

辛
辣

な
批
判

を

語

っ
た
も
の
で
あ
る
。
レ
ー
ヴ
ィ
ッ
卜
は
こ
の
「
後
記
」

の
冒
頭

に
お
い
て
、

「
あ
ら
ゆ
る
領
域
で
今
や
再

び
己
自

身
に
な
ろ

う
と
欲
す

る
、
す
な

わ
ち
混

じ

り
気
な
く
日
本
的
に
な
ろ
う
と
し
、
よ
そ
者
の
影
響
を
で
き
る
だ
け
減
少

さ
せ
よ
う
と
す
る
」
国
粋
主
義

的
気
運

に
警
鐘

を
鳴
ら
し
て

い
る
。
「

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
か
ら
学
び
取
り
引

き
継
い
だ
進
歩
が

、
反

ヨ
ー
ロ
で
（

的
目
的
の
た

め
の
手
段
と
し
て
使
わ
れ
る
の
だ

か
ら
、
日
本
の
西
洋

に
対
す
る
関
係
は
す

べ
て
必
然
的

に
分
裂
し
た
も
の

に
な
り
、
両
義
的

な
も
の
と
な
り
、
西
洋
文

明

は
称
賛

さ
れ
、
そ
し
て
嫌
悪
さ
れ

る
。
西

洋
文
明

は
『
唯
物
論
的
』
で
あ

る
と

い
う
主
張
が
し
ば
し
ば
聞

か
れ

る
が

、
そ
こ
で

は
自
分
自
身

に
お

い
て

は

『
観
念
論
』
が
前
提
と
さ
れ
て

い
る
の
で

あ
る
。
大
概
の
日
本
人
の
西
洋

に
対
す

る
関

係
に
お
い
て
聞
き
の
が

さ
れ

な
い
言
外

の
響
き

は
、

ヨ
ー
ロ
ッ

パ
に
対
す

る
拒
絶
で

あ
る
。
」
（
５
３
２
-
３
）

ま
た
、
レ
ー
ヴ
ィ
ッ
卜
は
日
本
人

が

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
か
ら
受
け
取

っ
た
も
の
は
「
中
国
文
化
の
受

容
時

の
よ
う
に
、

宗

教
的
、
学
問
的
、
道
徳
的
な
基
礎
で
は
な
く
て
。
第
一
に
我
々
の
物
質

文

明

」
で
あ
り
、
「
人
間
本
来
の
生
活

、
人
間

の
感
受
様
式

と
思
考
様

式
、
人

間
の
風
習
と
評
価
は
、
物
質
文
明
の
隣

に
あ

っ
て
。
相
対
的
に
無
変
化
の
ま

ま
存
在
し
続
け
」
、

ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
「
精
神
」
と

「
そ
の
精
神
の
歴

史
」

は

受

け
入
れ
ら
れ
な

か
っ
た
と
指
摘
す
る

（
５
３
４
-
５
）
。

そ
の

「
精
神
」
と
は
、

レ
ー
ヴ

ィ
ッ

卜
に
よ

れ
ば
「
批
判

の
精
神
」
。
即

ち

「
区
別
す

る
こ
と
、
比
較
す

る
こ
と

、
決
定
す

る
こ
と
を
心
得
て

い
る
」

よ

う

な

精

神

で

あ

り

、
「
国

家

と

自

然

、

神

と

人

間

、

教

義

と

偏

見
」

と

い

っ
た

現

存
す

る
す

べ

て

の

も

の

を

「

捉
え

て

問

い

質

し

、
懐

疑

し
て

研

究

す

る

」

よ

う

な

精
神

の

有

り

様

で

あ

る

と

い

う
。

こ

の

精

神

の

担

い
手

と

さ

れ

る

の

は

、
き

わ

め
て

強

靭

な

「
個

人
」

で

あ

る
。
「
何
に
関
与
し
よ
う
と
も
分
か
た
れ
な
い
、
一
つ
の
『
個
-
人

（
Ｉｎ
-
ｄ
ｉｖ
ｉ
ｄ
ｕ
ｕ
m

）
』

で

あ

る

一

人

の

人

間

の
み

が

「
自

分

と

神

、

自

己

と

世

界

、

自

己

と

民

族

あ

る

い

は
国

家

を

、

自

分

と

隣
人

を
、

自

己

と

己

の

『
憎

む
べ
き
自
己
』
（
パ
ス
カ
ル
）
を
、
真
理
と
虚
偽
を
、
j
a
 
と
　
N
e
i
n
と
を

そ

の

よ

う

に
鋭

く

、

確

か

に

区

別

し

、

決

定
す

る

こ

と

が

で

き

る
」
（
５
３
８
）

と

レ

ー

ヴ

ィ

ッ

ト
は

述

べ

る
。

こ

こ

で

は
。

処

女
作

に

お

い
て

提

示

さ

れ

て

い

た

「
共

同

人

の

役

割

に

お
け

る
個

人

」

の

精

神

が

改

め
て

語

ら

れ

て

い
る

と
見

て

よ

い
。

こ

う

し

た

「
批

判

の

精

神

」

と

対

照

的

な

も

の

は
、
「
境

界

を

ぼ

や

け

さ

せ

る

気

分

に

よ

る
生

活

、
人

間

と
自

然

的
世

界

と

の

関

係

に

お
け

る

、
感

情

に

の

み

基

礎

を

置

い

て

い

る

が

ゆ

え

に

対

立

の

な

い
統

一

体

、

両
親

と

家
族

と

国

家

に

お

け

る

、

批

判

を

ぬ
き

に

し

た

絆

、

自
分

を

明

示

せ

ず

、

あ

ら

わ

に

し

な

い

こ

と

、

論

理

的

帰

結

の

回

避

、

人

間

と

の
交

際

に

お

け

る

妥

協

、

一

般

に
通

用

す

る

習

俗

の

因

習

的

な

遵

守

、

仲

介

の
間

接

的

な

組

織

等

」

で

あ

る

（
５
３
８
-
９
）
。

し

か
し

、

こ

れ

ほ

ど

手

厳

し

く

「

日
本

的

自

己
愛

の

批
判

」

を

語

っ

た

レ

ー
ヴ
ィ
ッ
ト
は
、
同
時
に
は
っ
き
り
と
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
自
己
批
判
」
へ
も

向

か

い
、

世

界

観

の

根

本

的

な
転

換

を

体

験

す

る

こ

と

に

な

る
。

一

九

六
〇



年

に
発
表

さ
れ
た
「
東
洋

と
西
洋

の
差
異
に
関
す

る
覚
書
」
（
Ⅱ
）

は
、
こ

う
し

た
転
換

を
回

想
し
つ
つ
語
っ
た
も
の
の
ひ
と

つ
で

あ
る
と
い

っ
て

よ
い

冒
頭

に
お

い
て

レ
ー
ヴ
ィ
ッ
ト
は
、
「
東
洋
と
西
洋
と

の
抽
象
的
区
別

は
、

神
と
世
界
と
人
間

に
つ

い
て

の
具
体

的
理
解
全
体

に
関

わ
る
問
題
で

あ
る
。

神
と
世
界
と
人
間
と

い
う
こ

の
伝
統

的
な
三
分
法
が
、
本
来

は
聖
書

の
創
世

記
に
よ
る
世
界
理
解

に
も
と

づ
く
も

の
で
あ
る
こ
と

に
気
づ
く
人

は
も
う
ほ

と
ん
ど
い
な
い
」
と
語
る
（
5
7
1
)
。
「
西
洋
に
と
っ
て
比
較
的
他
に
し
て
異

質
な
る
も
の
と
い
え

ば
、
昔
で
も
今
で
も
東
洋
で
あ
る
。
未
だ
か
つ
て
他
に

し
て
異
質

な
る
も
の
と
の
接
触
を
持
だ
な
か

っ
た
者
は
、
自
己
が
何
で
あ
る

か
を
知
ら
な

い
の
で

あ
る
。」
「
自
己
へ
の
批
判

喪
失

は
、
自
己
を
他
者
と
し

て
見
る
能
力
、
そ
し
て
自
己

超
出

の
能
力

の
欠
如

に
基

づ
く

の
で

あ
る
。
そ

の
よ
う
な
自
己
区
別
の
能
力

を
得

た
こ
と
を
亡
命
体
験
と
私

の
五
年
間

の
日

本

の
大
学

で

の
教

鞭
生

活
の

賜
物

と
感

謝
し
て

い
る
。
」
（
５
７
２

と

レ

ー

ヴ
ィ
ッ
ト
は
回
顧
し
て

い
る
。
彼
の
日
本
滞
在

は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
キ
リ
ス

ト
教
的
に
規
定
さ
れ
た
歴
史
的
共
同
世
界
を
自
覚
化
相
対
化

さ
せ

る
こ
と

に

な
っ
た
。

レ
ー
ヴ
ィ
ッ
ト
は
「
日
本
と
い
う
国
は
外
国
人
に
と

っ
て
、
自
分
達
の
長

く
習

慣
と
し

て
い

た
こ
と
と

は
逆
を
ゆ

く
世
界

で

あ

る
」
（
５
７
９
）

こ

と
を

様

々
な
場
面
で
目

に
す

る
。

古
代

ロ
ー
マ
、
ギ
リ

シ
ャ
と
あ
た
か
も
「
全
く

同
様
な
」
「
自
然

の
ま
ま

の
信
仰
、
日
常

の
自
然

の
事
物

の
神

聖
視
」

が
今

も
現
に
生
き
て

い
る
こ
と
、
大
小
様

々
な
自
然

の
事
物

。
動
植

物
へ
の
信
仰

が
彼
の
関
心
を
ひ
く
。
そ
し
て
日
本
人
の
「
生
命
の
欲
望

か
ら

の
解
脱
と
生

命

の
軽

視
」
、
「
自

己

自

身

が

独

立
し

た
個

人

と

し

て

あ

る

の

で

は

な
く

、

先

祖

と

子

孫

と

の

共

同

存

在
と

し

て

、

家

系

代

々
の

中

で

の

父

と
子

、
親

と

子

と

い
う

関
係

と

し

て

あ

る
」

姿

か
ら

、

彼

は

強

い

印
象

を

受
け

る

（
ｇ

Ｓ

。

「

日
本

人

が

運
命

に

対
し

て

と

る

態

度
」

は

、

そ

れ

が

病

気

や

地

震

の

よ

う

な

天

災

で

あ

ろ

う

と

、
戦

争

や

政

治

的

事

件

の

よ

う

な

人

災

で

あ

ろ

う

と

「
沈

着

冷

静

と

従

順

」

で

あ

る
と

も

彼

は

書

き

残

し

て

い

る
。

そ

れ

は

「
誕

生

と

生

と

死

に
対

す

る
我

々
と

全

く
異

な

っ

た
態

度

」

で

あ

る
と

彼

の

目

に

は
映
じ
た
（
5
8
1
)
。

・

２
　

和

辻

「
風

土

」

論

と

の

対

比

こ
こ

で

、

レ

ー

ヴ

ィ

ッ
ト

の

日
本

論

を

一

旦

離

れ

、
和

辻
倫

理

学

に

お

け

る

「
風

土

」

論

に

少
し

目
を

転

じ

て

み

た

い
。

和

辻

「
風

土
」

論

の
構

想

は

、

彼
自
身
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
旅
（
一
九
二
七
年
二
月
出
発
～
一
九
二
八
年
七
月
帰
国
）

の
体

験

に
触

発

さ

れ

た

こ
と

に

端

を

発
す

る
。

彼

の

「
風

土

」

論

は
、
帰

国

直
後
の
講
義
草
案
「
国
民
性
の
考
察
」
（
B
1
）
に
お
い
て
ま
ず
具
体
化
さ
れ
、

雑
誌
に
分
割
掲
載
さ
れ
た
後
に
、
加
筆
さ
れ
、
一
九
三
五
年
の
『
風
土
～
人

間

学

的

考

察

』

と

し

て

ま

と

め

ら

れ
て

ゆ

く

。

和

辻

は

自

ら

の

旅

行

体
験

に

刺

激

さ

れ

、

ま

た

当

時

の

マ
ル

ク

ス
主

義

の
波

及

に

対

す

る
批
判

を

重
要

な

目

的

と

し

つ

つ
、

様

々

な

国

民

性

（
Ｎ
ａ
ｔ
ｉｏ
ｎ
ａ
ｌｃ
ｈ
ａ
ｒ
ａ
ｋ
ｔｅ
ｒ
）

の

擁

護

を

意

図

し

、
「
風

土
」

理

論

を
構

想

し

て

い

た
。

和

辻

に

よ

れ

ば

、
「
風

土

」

の

現

象

は
自

然

科
学

的

対

象

と
し

て

の
風

土

で

は

な

く

、
第

一

に
主

観

・
客

観

の

区

別

に

先

立

つ

「
志

向

的

体

験

」

で

あ

り

（
８
-１
１
）
’

さ

ら

に

「
人

間

の
自



己
了
解
の
仕
方
」
（
８
-
１
７
)
で
あ
る
。
「
我
々
は
『
風
土
』
に
お
い
て
我
々
自

身
を
」
．

即

ち
個
人

的

・
社

会
的

な
二

重
性

格
を

持
つ

「
間
柄

と
し

て

の

我
々
自
身
を
」
見
出
す
（
8
-
1
4
）
。

こ
の
「
人
間
の
自
己
了
解

の
型
」

と
し
て

、
和
辻

は
あ

の
風

土
の
三

類
型

－

－

「
モ

ン
ス

ー
ン
」
、
「
沙

漠
」
、
「
牧
場
」
－

を
提
示

す

る
。
和

辻

は

「

モ
ン
ス
ー
ン
」
型
風
土

の
特
性

を
。
自
然

の
恵
み
の

「
受

容
」
と
自

然
の

暴
威

の
下
で

の
「
忍
従
」

と
捉
え

、
そ
こ
に
日
本
の
風

土
を
含
め
て

い
る
。

留

学
か
ら
帰
国
し

た
和
辻

に
は
「
日
本
の
珍
し
さ
」

は
際
立

っ
て
見
え
、

日
本
人
に
「
し
め
や
か
な
激
情
、
戦
闘
的
恬
淡
」
と
い
う
国
民
的
性
格
を
見

出

し
、
そ
の
顕

著
な
も
の
と
し
て

「
淡
白

に
生
命
を
捨
て

る
こ

と
」
．

家
族

の
全
体
性
が
個
々
の
成
員
よ
り
も
先
立
つ
こ
と
．
家
族
的
な
「
間
」

に
お

い

て
利

己
心
を
犠
牲
に
す
る
こ
と
な
ど
を
挙
げ
て

い
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て

い
る
。

こ

う
し
た
和
辻

に
よ

る
日
本

的
「
風

土
」

の
性
格
描
写

は
．
異

邦
人

レ
ー

ヴ
ィ
ッ
ト
の
目

に
映
じ

た
日
本
人
の
世
界
観
．
死
生
感

と
よ

く
似
て

い
る
こ

と

は
些
か
興
味
深

い
。

そ
し
て

、
そ
の
よ
う
な
符
合
以

上
に
．

和
辻
哲
郎
の

「
日
本
」
発
見
と
レ
ー
ヴ

ィ
ッ
ト
の
「
日

本
」

発
見
と

は
．

或
る
コ

ン
ト
ラ

ス
ト
を
成
し
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
和
辻
が

『
風
土
』

に
お

い
て
語
る

西

方
へ
の
旅
は
、
最
終
的
に
故
郷
日
本
へ
回
帰
す
る
旅
で
あ
り
、
自
然
と
歴

史
的
共
同
世
界
が
一
体
化
し
た
「
風
土
」

の
諸
類
型
の
発
見
、
と
り

わ
け
日

本
的
「
風
土
」
の
自
覚
で
あ

っ
た
。

そ
れ
と

は
対
照
的

に
、

ユ
ダ

ヤ
人

レ
ー

ヴ

ィ
ッ
ト
の
旅
は
、

ヨ
ー
ロ
で
（

か
ら
ひ

た
す
ら
東
方
へ
向

か
い
日
本
に
遭

遇

し

、

さ

ら

に

そ

こ

を

通

り

抜

け

て

い

く

旅

で

あ

っ

た

。

レ

ー

ヴ

ィ

ッ

ト

に

と

っ
て

「
人

間

世

界

」

は

、

そ

こ

に

回

帰

す

る

こ

と

を

保

証

さ

れ

て

い

る

よ

う

な

「
間

柄

」

的

な

故

郷

で

は

な

く

．

個

人

を

迫

害

し

．

苦

難

を

も

た

ら

す

世

界

に

他

な

ら

な

か

っ

た

。

レ

ー

ヴ

ィ

ッ

ト

は

日

本

を

見

出

し

た

こ

と

を

一

つ

の

契

機

と

し

て

、

キ

リ

ス

ト

教

世

界

を

相

対

化

し

、

和

辻

「
風

土

」

論

と

は

対

照

的

な

、

自

然

と

歴

史

を

切

断

す

る

世

界

観

宇

宙

観

に

向

か

っ
て

い

く

。
「
東

洋

と

西

洋

の

差

異

に

関

す

る

覚

書

」

と

同

年

に

発

表

さ

れ

た

「

世

界

と

人

間

世

界

（
Ｗ
ｅ
ｌｔ

ｕ
ｎ
ｄ
　
Ｍ

ｅ
ｎ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
w

ｅ
ｌｔ
）
」

に

お

い

て

、

レ

ー

ヴ

ィ

ッ

卜

は

「
世

界

に

つ

い

て

の

最

初

に

し

て

最

後

の

規

定

は

、

世

界

と

は

自

ず

か

ら

存

在

す

る

全

て

の

も

の

の

一

に

し

て

全

体

で

あ

る

も

の

（
ｄ
ａ
ｓ
　
Ｅ
ｉｎ
ｅ
　
ｕ
ｎ
ｄ
　
Ｇ
ａ
ｎ
ｚ
ｅ
　
ａ
ｌｌｅ

ｓ

ｖ
ｏ
ｎ
　
Ｎ
ａ
ｔ
ｕ
ｒ
　
ａ
ｕ
ｓ
　
Ｓ
ｅ
ｉ
ｅ
ｎ
ｄ
ｅ
ｎ
）
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
」
(
1
-
２
９
６
）
と
述
べ

る

。

彼

に

と

っ

て

、

こ

の

「
世

界

」

は

人

間

学

的

に

把

握

し

基

礎

づ

け

し

得

る

歴

史

的

世

界

で

は

な

く

．
「
自

然

的

コ

ス

モ

ス

」

と

し

て

捉

え

ら

れ

て

い

る

。

こ

の

不

動

の

コ

ス

モ

ス

に

対

し

て

、

多

く

の

歴

史

的

世

界

は

生

成

と

滅

亡

を

繰

り

返

す

、

苦

難

と

波

乱

に

満

ち

た

、

人

間

の

造

り

出

す

相

対

的

な

諸

世

界

に

過

ぎ

な

い

。

本

稿

で

詳

細

に

取

り

上

げ

る

こ

と

は

で

き

な

い

が

、

レ

ー

ヴ

ィ

ッ

卜

は

キ

リ

ス

ト

教

の

創

造

説

に

端

を

発

し

近

代

以

降

に

そ

れ

が

世

俗

化

人

間

化

さ

れ

る

こ

と

に

よ

っ

て

生

じ

た

歴

史

主

義

の

思

想

全

体

を

批

判

し

相

対

化

し

よ

う

と

す

る

。

レ

ー

ヴ

ィ

ッ

ト

の

こ

う

し

た

試

み

は

、

ナ

チ

ズ

ム

の

根

源

に

キ

リ

ス

ト

教

の

近

代

化

に

ょ

っ

て

も

た

ら

さ

れ

た

人

間

学

的

世

界

観

．

歴

史

主

義



を

見

出

そ

う

と

す

る

意

味

を

持

っ

て

い

る

と

い

っ

て

よ

い

。

し

か

し

最

後

に

．

レ

ー

ヴ

ィ

ッ

ト

の

到

達

し

た

「

世

界

」

観

に

対

し

て

は

．

い

く

つ

か

の

疑

問

を

投

げ

か

け

て

お

き

た

い

。

レ

ー

ヴ

ィ

ッ

卜

が

峻

別

し

た

「

世

界

」

と

「

人

間

世

界

」

と

い

う

二

つ

の

次

元

は

．

互

い

に

ど

の

よ

う

に

関

係

す

る

の

だ

ろ

う

か

。

こ

の

点

に

関

し

て

レ

ー

ヴ

ィ

ッ

卜

が

明

解

な

説

明

を

行

っ

て

い

る

と

は

必

ず

し

も

言

い

難

い

。

ま

た

そ

れ

以

上

に

レ

ー

ヴ

ィ

ッ

卜

に

問

い

か

け

る

べ

き

問

題

は

．

「

個

人

」

は

、

仮

に

世

界

を

「

コ

ス

モ

ス

」

と

観

じ

る

こ

と

が

で

き

た

と

し

て

も

．

自

ら

が

ミ

ク

ロ

的

に

は

人

と

人

の

「

間

柄

」

の

、

マ

ク

ロ

的

に

は

苦

難

に

満

ち

た

歴

史

的

人

間

世

界

に

お

け

る

囚

わ

れ

の

身

で

あ

る

こ

と

を

何

ら

免

れ

え

な

い

と

い

う

こ

と

で

あ

る

。

世

界

を

自

然

的

コ

ス

モ

ス

と

見

做

す

こ

と

が

で

き

る

の

は

、

苦

難

を

耐

え

忍

ぶ

強

靭

な

ス

ト

ア

的

「

個

人

」

か

．

は

た

ま

た

幸

運

に

よ

っ

て

苦

難

を

免

れ

た

「

個

人

」

で

し

か

な

い

の

で

は

な

い

か

。

人

間

世

界

を

調

和

的

な

「

間

柄

」

や

「

全

体

性

」

と

し

て

の

み

捉

え

よ

う

と

し

た

和

辻

倫

理

学

に

対

し

て

．

レ

ー

ヴ

ィ

ッ

卜

の

人

間

学

批

判

が

一

定

の

意

味

を

持

つ

こ

と

を

認

め

つ

つ

．

彼

の

「

コ

ス

モ

ス

」

の

哲

学

及

び

そ

れ

を

支

え

る

彼

の

歴

史

哲

学

批

判

、

と

り

わ

け

キ

リ

ス

ト

教

批

判

を

検

討

す

る

と

い

う

課

題

を

残

し

．

一

旦

稿

を

閉

じ

る

こ

と

に

し

た

い

。

※

レ

ー

ヴ

ィ

ッ

ト

の

文

献

を

引

用

し

た

際

．

引

用

ペ

ー

ジ

数

と

共

に

．

以

下

の

よ

う

な

記

号

を

用

い

た

。

・
　
（
Ｉ
Ｒ
Ｍ
）
…
Ｄ
ａ
ｓ
　
Ｉ
ｎ
ｄ
ｉ
ｖ
ｉ
ｄ
ｕ
ｕ
m
　
ｉ
ｎ
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
Ｒ
ｏ
ｌ
ｌ
ｅ
　
Ｄ
ｅ
ｓ
　
Ｍ
ｉ
ｔ
ｍ
ｅ
ｎ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
.
（
D
r
e
i

Ｍ
ａ
ｓ
ｋ
ｅ
ｎ
　
Ｖ
ｅ
ｒ
ｌ
ａ
ｇ
，
　
Ｍ
ｉ
ｉ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
，
　
１
９
２
８
)

・
　
（
Ｍ
L
Ｄ
)
　
…
Ｍ
ｅ
ｉ
ｎ
　
ｌ
ｅ
ｂ
ｅ
ｎ
　
ｉ
ｎ
　
Ｄ
ｅ
ｕ
ｔ
ｃ
ｈ
ｌ
ａ
ｎ
ｄ
　
ｖ
ｏ
ｒ
 
ｕ
ｎ
ｄ
　
ｎ
ａ
ｃ
ｈ
 
１
９
３
３
-
Ｅ
ｉ
ｎ

Ｂ

ｅ
ｒ

ｉｃ

ｈ

ｔ
.　

（

Ｊ
.
 

Ｂ
.

 

Ｍ

ｅ

ｔｚ

ｌｅ

ｒ
ｓ
ｃ

ｈ
ｅ

　

Ｖ

ｅ

ｒ

ｌａ
ｇ

ｓ

ｂ
ｕ

ｃ

ｈ

ｈ
ａ

ｎ

ｄ

ｌｕ

ｎ

ｇ

 

ｕ

ｎ

ｄ

 

Ｃ

ａ

ｒ
ｌ

Ｐ
ｏ

ｅ
ｓ
ｃ

ｈ
ｅ

ｌ
　
Ｖ

ｅ

ｒ

ｌａ
ｇ

　
Ｇ

ｍ

ｂ

Ｈ
,

　

Ｓ
ｔ
ｔ
ｕ

ｔ
ｇ

ａ
ｒ

ｔ

， 　

１
９

８
６
)

・
（
一
)
～
(
I
X
)
：
・
Ｓ
a
ｍ
ｔ
ｌ
ｉ
ｃ
ｈ
ｅ
　
Ｓ
ｃ
ｈ
ｒ
ｉ
ｆ
ｔ
ｅ
ｎ
　
Ｂ
ａ
ｎ
ｄ
　
Ｉ
～
Ｉ
Ｘ
　
（
Ｊ
.
　
Ｂ
.
　
Ｍ
ｅ
ｔ
ｚ
ｌ
ｅ
ｒ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ

Ｖ

ｅ

ｒ
ｌ
ａ
ｇ

ｓ

ｂ
ｕ

ｃ

ｈ

ｈ
ａ

ｎ

ｄ

ｌｕ

ｎ

ｇ

 

ｕ

ｎ

ｄ

 

Ｃ

ａ

ｒ

ｌ
 

Ｐ
ｏ

ｅ
ｓ
ｃ

ｈ
ｅ

ｌ
 

Ｖ

ｅ

ｒ

ｌａ
ｇ

 

Ｇ

ヨ

び

｝｛
,

Ｓ

ｔ
ｔ
ｕ

ｔ
ｇ

ａ

ｒ
ｔ

， 　

１

９
８

１
-

１
９

８
６
)

ま

た

．

『

和

辻

哲

郎

全

集

』

（

岩

波

書

店

、

一

九

九

一

一

九

二

年

）

か

ら

の

引

用

は

．

巻
数
．
ペ
ー
ジ
数
を
（
１
０
-
２
０
３
)
．
（
９
)
等
と
示
し
た
。
（
B
1
）
は
「
別
巻
一
」

を

意

味

す

る

。

（

１
)

「

和

辻

哲

郎

と

カ

ー

ル

ー

レ

ー

ヴ

ィ

ッ

ト

ー

ニ

つ

の

『

人

一

間

』

存

在

論

―
―
」
（
『
比
較
思
想
研
究
』
第
二
十
二
号
　
比
較
思
想
学
会
．
一
九
九
五
年
）
。

（
２
）
　
清
水
幾
太
郎
「
カ
ァ
ル
・
レ
ウ
ィ
ト
『
共
在
人
と
し
て
の
個
人
』
」
（
『
社
会

学

雑

誌

』

一

九

二

九

年

十

一

月

号
　

日

本

社

会

学

会

）
。

（

３

）
　

玉

井

茂

に

よ

る

レ

ー

ヴ

ィ

ッ

卜

の

論

文

の

抄

録

「

ロ

エ

ヴ

ィ

ト

『

フ

ォ

イ

ェ

ル

パ

ッ

『

と

獨

逸

古

典

哲

学

の

終

結

』
」

（

『

思

想

』

一

九

三

一

年

十

月

号
　

岩

波

書

店

）

。

（

４
)
　

柴

田

治

三

郎

訳

、

『

思

想

』

一

九

四

九

年

九

．

十

、

十

一

月

号

（

岩

波

書

店

）
。

（
５
)
　
前
掲
の
Ｓ
ａ
ｍ
ｔ
ｌ
ｉ
ｃ
ｈ
ｅ
　
Ｓ
ｃ
ｈ
ｒ
ｉ
ｆ
ｔ
ｅ
ｎ
　
Ｂ
ａ
ｎ
ｄ
　
Ⅱ
に
収
め
ら
れ
て
い
る
幾
つ
か

の

日

本

論

を

参

照

。

（

６

）
　

レ

ー

ヴ

ィ

ッ

卜

は

、

西

田

幾

多

郎

「

形

而

上

学

的

立

場

か

ら

見

た

古

代

に

お

け

る

東

洋

及

び

西

洋

の

文

化

形

態

」

が

示

唆

に

富

む

も

の

で

あ

っ

た

こ

と

に

し

ば

し

ぱ

言

及

し

て

い

る

。

（

７
)
　

Ｅ
.

　

Ｈ

ｏ

ｌｚ

ｅ
ｎ
;

　

Ｓ

ｋ
ｅ
ｐ

ｓ

ｉｓ

　
ｕ

ｎ

ｄ

　
Ｔ

ｈ
ｅ
ｏ

ｒ

ｉａ

（

『

文

化

』

第

二

十

三

巻

第

一

号

東

北

大

学

文

学

部

．

一

九

五

九

年

）

を

参

照

。

（
８
)
　
　
Ｊ
ｉ
ｉ
ｒ
ｇ
ｅ
ｎ
　
Ｈ
ａ
ｂ
ｅ
ｒ
m
a
ｓ
；
　
Ｋ
ａ
ｒ
ｌ
　
Ｌ
ｏ
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
ｓ
 
ｓ
ｔ
ｏ
ｉ
ｓ
ｃ
h
ｅ
ｒ
　
Ｒ
ｕ
ｃ
ｋ
ｚ
ｕ
ｇ



h
ｉ
ｓ
ｔ
ｏ
ｎ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
　
Ｂ
ｅ
ｗ
ｕ
ｐ
ｔ
ｓ
ｅ
ｉ
ｎ

．

（
Ｍ
ｅ
ｒ
ｋ
ｕ
ｒ
　
Ｘ
　
V
Ｉ
　
Ｖ
ｅ
ｒ
ｌ
ａ
ｇ
　
Ｋ
ｉ
ｅ
ｐ
ｅ
ｎ
ｈ
ｅ
ｕ
ｅ
ｒ
　
＆

Ｗ
ｉ
ｔ
ｓ
ｃ
ｈ

，

Ｋ
ｏ
ｌ
ｎ

，
　
１
９
６
３
)
 
の
レ
ー
ヴ
ィ
ッ
卜
批
判
を
参
照
。

（

ふ

く

し

ま

・

よ

う

、

倫

理

学

。

東

京

大

学

大

学

院

）
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